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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  近年、マツカワをはじめとした多くの魚種で特定波長の光制御による成長促進効果が確認されており、ホシガレイに

おいても緑色光による成長促進効果が確認されている。本研究では、親魚養成や養殖生産への適用の検討として、放

流サイズ（８０ｍｍ）以降のサイズへの効果を検討した。なお、本試験は公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会を

代表機関とした「革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）」により実施した。 

(1) 飼育水槽として 1.2t円形水槽 2面を用い、1面を緑色光区（Ｇ区）、1面を自然光区（Ｎ区）として供試魚を収容した（表

１）。 

(2) 供試魚は、国立研究開発法人水産研究・教育機構東北区水産研究所宮古庁舎で平成29年度に生産されたホシガレ

イを、水産資源研究所で 3か月間飼育したものを用いた。 

(3) Ｇ区では、水槽周囲を遮光幕等により遮光し、照度を昼間日照時で 200～300ｌｘとした。灯具としてスタンレー電気株

式会社製の LEDユニット（0.059kW/h）を使用し、水面上照度は 1,500lx（光量子束密度 7μmol/m2/s）であった。緑色光

の照射時間はタイマーを用いて 10時間(7～17時)とした(図 1-1、1-2)。 

(4) 給餌は自動給餌器及び手撒きにより実施した。いずれの場合も摂餌行動が見られない場合（撒いた餌に近づかな

い、底面にある餌に食いつかない）は給餌を中止した。 

(5) 本試験は、飼育水をろ過装置等で処理し再利用する閉鎖循環方式で実施した。循環設備は１系統とし、両試験区は

共通の装置で処理された海水を飼育水として用いた。試験は 2018年 8月 14日から 9月 11日までの 29日間行った。 

(6) 試験の結果、全長及び体重には差が見られなかった。（図 1）。また、平均体重あたりの餌料効率及び平均体重あた

りの摂餌率にも差は見られなかった（図 2、3）。 

(7) 飼育期間中、Ｎ区供試魚は摂餌を水槽底面で行い摂餌以外の時間帯は水槽底面に着底し動かなかったが、Ｇ区で

は水面付近で摂餌を行い摂餌摂餌以外の時間帯でも水面付近を活発に遊泳する様子が観察された。このような差異

から、N 区に比べ、G 区の方で供試魚の摂餌状態や体色の観察が容易であった。緑色 LED 照明消灯後は、Ｇ区はＮ

区と同様に水槽底面へ着底したことから、緑色光照射がホシガレイの行動に影響を及ぼしていると考えられた。 

(8) 今回、緑色光による成長促進効果が見られなかった原因としては、給餌を徹底することにより、摂餌活性が上がって

いない N 区についても、飽食させたことが原因と考えられる。従って、自動給餌器単独にし、給餌量を固定した場合に

は、摂餌活性に応じた給餌量の差が現れ、成長差につながると考えられる。 

 

 ２ 期待される効果 

  (1) 緑色光照射により、生産現場では実現が難しい飽食給餌を実現できたことから、給餌の省力化が期待できる。 

  

３ 適用範囲 

種苗生産に係る研究者、種苗生産機関 

 



  ４ 普及上の留意点 

魚種ごと、サイズごとに追加のデータを収集していく必要がある。 

 

Ⅱ 具体的データ等 

表 1 試験区設定及び試験期間中の水温、ＤＯ、塩分 

図 1 全長及び体重の推移 （t検定（p<0.05）） 

        図 2 平均体重あたりの餌料効率                  図 3 平均体重あたりの摂餌率              

 

Ⅲ その他 

１ 執筆者 

佐々木つかさ 

 

２ 成果を得た課題名 

  (1) 研究期間 平成 30年度 
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